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大
谷
　
観
光
関
連
の
情
報

発
信
は
急
激
に
拡
大
し
て
い

る
。
ど
こ
の
町
村
も
、
１
人

で
も
多
く
の
観
光
客
の
誘
致

と
特
産
品
開
発
に
色
々
な
試

作
を
し
て
い
る
が
、
我
が
町

は
ど
う
か
。
こ
れ
と
い
っ
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
少
な
く
、

あ
ま
り
期
待
感
が
感
じ
ら
れ

な
い
。
最
近
は
、
高
校
生
達

が
作
っ
た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が

商
品
化
さ
れ
、
売
り
出
さ
れ

て
い
る
。
長
万
部
町
も
高
校

生
、
町
民
、
漁
業
、
農
業
関

係
に
、
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
し
公
募
を
し
て
は
。

　
ま
た
、
人
の
訪
れ
る
地
域

づ
く
り
と
イ
ベ
ン
ト
の
構
築

を
立
ち
上
げ
て
は
。
町
長
の

所
信
を
伺
う
。

　
町
長
　
過
去
５
年
間
の
平

均
観
光
客
入
り
込
み
数
は
、

　
万
２
０
０
０
人
。
温
泉
宿

５１泊
人
数
は
１
万
７
０
０
０
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
観
光
客
の
情
報
入

手
先
は
、
旅
行
情
報
雑
誌
な

ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
す
る
方
法
へ
と
移
行
し

て
お
り
、
当
町
で
も
観
光
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に

よ
り
観
光
情
報
を
発
信
し
て

い
る
。

　
特
産
品
開
発
に
つ
い
て
は
、

地
場
産
牛
乳
を
使
用
す
る

チ
ー
ズ
工
房
が
開
店
し
、
今

後
も
地
場
産
品
を
利
用
し
た

合
作
製
品
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
２
０
３
０
年
の
北

海
道
新
幹
線
長
万
部
駅
開
業

に
向
け
協
議
を
続
け
て
い
る

「
長
万
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
」
で
は
、
各
団
体
の
代

表
や
一
般
公
募
の
他
に
高
校

生
も
参
加
し
、
新
し
い
特
産

品
開
発
や
観
光
客
の
入
り
込

み
増
加
へ
繋
が
る
方
策
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
町
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が

に
ま
つ
り
」
は
、
本
年
過
去

最
高
の
２
万
５
０
０
０
人
の

来
場
者
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
近
年
の
イ
ベ
ン
ト

の
構
築
と
し
て
は
、
長
万
部

商
工
会
青
年
部
が
主
催
す
る
、

長
万
部
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
Ｃ
Ｕ

Ｐ
が
今
年
も
町
内
の
４
漁
港

で
　
月
に
開
催
さ
れ
る
。
こ

１０
の
よ
う
な
観
光
振
興
に
寄
与

さ
れ
る
取
り
組
み
を
町
民
の

方
々
や
各
団
体
が
努
力
さ
れ

て
お
り
、
私
は
大
変
期
待
を

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
商
品
ブ
ラ
ン
ド
化

の
公
募
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

商
品
化
し
て
い
た
だ
け
る
実

施
主
体
が
明
確
に
な
れ
ば
、

有
効
な
手
段
の
１
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
町
民
、
議
会
、
各

団
体
な
ど
町
全
体
で
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
観
光
振
興

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
大
谷
　
人
の
訪
れ
る
地
域

づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
道

の
駅
や
物
産
館
な
ど
が
、
地

域
の
特
産
品
を
展
示
し
観
光

客
な
ど
を
呼
び
込
む
場
所
と

し
て
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
学

場
所
や
建
物
の
構
想
は
。

　
町
長
　
以
前
、
道
の
駅
構

想
が
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
街
等
の
民
業
の

圧
迫
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

取
り
入
れ
て
き
て
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
新
幹
線
札
幌
開

業
を
見
据
え
、
駅
周
辺
の
整

備
計
画
を
実
施
中
で
あ
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
駅
ナ
カ
や
駅

周
辺
、
そ
の
他
に
交
流
拠
点

と
な
る
施
設
の
建
設
は
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
、
何
点
か

候
補
を
挙
げ
て
「
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
」
で
検
討
し
て

い
る
。
開
業
に
向
け
て
そ
の

よ
う
な
施
設
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
が
、
ま
だ
正
式

に
回
答
で
き
る
段
階
に
な
い
。

我が町の観光振興は

（町長）町全体で知恵を出し合い取り組みたい

― 大谷　敏弥　議員 ―

まんべくんお誕生会
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長
﨑
　
先
進
的
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
事
業
が
、
平
成
　
年
２７

度
か
ら
国
の
交
付
金
３
０
０

０
万
円
、
長
万
部
町
２
０
０

万
円
の
予
算
で
、
大
町
の
保

育
所
跡
地
で
試
験
プ
ラ
ン
ト

に
よ
る
レ
タ
ス
栽
培
等
が
始

ま
っ
た
。
平
成
　
年
度
に
は

２８

７
０
０
０
万
円
（
国
６
８
０

０
万
円
、
長
万
部
町
２
０
０

万
円
）
の
予
算
で
、
温
泉
熱

有
効
活
用
の
た
め
理
科
大
敷

地
内
に
高
機
能
温
泉
配
水
管

が
敷
設
さ
れ
、
源
泉
か
ら
キ

ャ
ン
パ
ス
到
達
時
ま
で
高
い

湯
温
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
他
に
、
当
町

の
特
産
ホ
タ
テ
の
貝
殻
を
有

効
利
用
す
る
た
め
、
高
糖
度

ト
マ
ト
栽
培
の
技
術
を
持
つ

企
業
と
協
力
関
係
を
持
ち
進

め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
年
度

の
事
業
費
１
億
円
の
う
ち
５

０
０
０
万
円
は
当
町
の
負
担

と
な
り
、
慎
重
審
議
の
う
え

議
決
し
た
が
、
今
後
の
事
業

予
算
の
平
成
　
年
度
８
０
０

３０

０
万
円
、
平
成
　
年
度
１
億

３１

円
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
申

請
時
の
実
施
計
画
書
に
「
２

年
目
以
降
の
交
付
額
が
担
保

さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
あ
る
。

　
平
成
　
、
　

年
度
の
事
業

３０

３１

予
算
に
つ
い
て
、
国
の
交
付

額
の
担
保
が
な
く
て
も
町
と

し
て
単
独
で
進
め
る
の
か
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
町
長
　
今
年
度
の
事
業
費

１
億
円
の
う
ち
、
５
０
０
０

万
円
が
国
の
地
方
創
生
推
進

交
付
金
に
よ
り

交
付
さ
れ
、
町

負
担
の
５
０
０

０
万
円
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら

の
普
通
交
付
税

と
特
別
交
付
税

に
よ
り
地
方
財

政
措
置
が
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

ま
だ
金
額
は
確

定
し
て
い
な
い

が
、
町
負
担
の

６
割
前
後
が
措

置
さ
れ
る
と
想

定
し
て
い
る
。

れ
た
地
域
再
生
計
画
に
記
載

さ
れ
た
事
業
に
交
付
金
を
交

付
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
お
り
、

地
域
再
生
法
に
基
づ
く
法
律

補
助
の
交
付
金
と
し
て
、
国

の
予
算
の
範
囲
内
と
し
つ
つ

も
、
今
年
度
か
ら
の
３
年
間

に
つ
い
て
は
国
に
よ
る
支
援

は
担
保
さ
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
理
科
大
と
の
連

携
の
も
と
事
業
会
社
が
安
定

的
な
自
立
経
営
が
で
き
る
よ

う
、
移
住
・
定
住
と
連
動
し

た
雇
用
の
拡
大
も
見
据
え
な

が
ら
最
大
限
の
支
援
を
し
て

い
く
。

　
長
﨑
　
最
大
限
の
支
援
を

す
る
と
は
、
町
と
し
て
単
独

で
も
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
か
。

　
町
長
　
そ
の
と
お
り
で
あ

る
。

アグリビジネスについて

（町長）最大限の支援をする

― 長﨑　厚　議員 ―

試験栽培のレタス

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
か
ら

２８

は
、
地
方
創
生
推
進
事
業
を

盛
り
込
ん
だ
地
域
再
生
法
に

基
づ
く
地
域
再
生
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方

公
共
団
体
が
安
定
的
か
つ
継

続
的
に
事
業
に
取
り
組
め
る

よ
う
法
改
正
が
さ
れ
、
本
町

で
も
今
年
度
か
ら
本
事
業
に

つ
い
て
３
年
間
の
地
域
再
生

計
画
を
策
定
し
、
国
か
ら
認

定
を
受
け
て
い
る
。
地
域
再

生
法
第
　
条
に
は
、
認
定
さ

１３
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長
﨑
　
平
成
　
年
　
月
、

２６

１２

平
成
　
年
　
月
の
定
例
会
で

２８

１２

国
保
の
北
海
道
移
管
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
昨
年
　
月
の

１１

新
聞
報
道
で
、
移
管
後
の
保

険
料
試
算
が
１
人
あ
た
り

　
・
９
％
減
と
公
表
さ
れ
、

２５大
き
な
期
待
を
持
ち
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

　
来
年
度
か
ら
道
の
運
営
主

体
と
な
る
た
め
の
移
管
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
本
年
７
月

頃
に
各
市
町
村
に
本
算
定
を

通
知
の
予
定
と
な
っ
て
い
た

が
、
そ
の
内
容
と
本
町
の
国

保
算
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

を
伺
う
。

　
町
長
　
国
保
事
業
費
納
付

金
算
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
８
月
末
で
平
成
　２８

年
度
決
算
ベ
ー
ス
の
第
３
回

仮
算
定
値
が
北
海
道
か
ら
公

表
さ
れ
、
本
町
を
含
め
た
加

入
者
　
％
の
１
２
２
万
人
、

９７

自
治
体
で
　
％
の
１
５
６
市

８８

町
村
が
激
変
緩
和
の
対
象
と

な
ら
な
い
平
準
化
の
結
果
と

な
っ
た
。

　
今
後
は
、
納
付
金
算
定
情

報
作
成
支
援
ブ
ロ
ッ
ク
別
説

明
会
、
市
町
村
連
携
会
議
等

が
開
催
さ
れ
、
最
終
的
な
市

町
村
確
定
納
付
金
お
よ
び
標

準
保
険
料
通
知
に
つ
い
て
は
、

来
年
１
月
頃
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　
な
お
、
来
年
度
以
降
の
保

険
税
額
に
つ
い
て
は
、
被
保

険
者
数
も
年
々
減
少
し
て
お

り
、
税
収
の
減
や
医
療
費
の

動
向
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
、
今
後
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
慎
重
に
検
討
す

る
。

　
長
﨑
　
昨
年
　
月
に
一
般

１２

質
問
し
た
国
保
の
赤
字
の
部

分
に
つ
い
て
、
町
長
か
ら

「
赤
字
部
分
に
つ
い
て
は
加

入
者
に
付
加
さ
せ
ず
、
解
決

策
と
し
て
医
療
費
の
抑
制
と

滞
納
保
険
税
を
努
力
し
て
回

収
し
、
そ
の
中
で
赤
字
を
解

消
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、

　
年
度
は
約
２
０
０
０
万
円

２８の
黒
字
と
な
り
、
約
１
億
１

６
０
０
万
円
あ
っ
た
赤
字
が

１
億
円
を
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
　
道
に
移
管
さ
れ
る
来
年
度

の
保
険
税
額
に
つ
い
て
、
本

町
を
含
め
１
５
６
市
町
村
が

激
変
緩
和
の
対
象
と
な
ら
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
当
町
も

高
く
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

か
。

　
町
民
課
長
　
当
町
は
平
準

化
１
５
６
市
町
村
に
入
っ
て

お
り
、
一
人
あ
た
り
の
比
較

保
険
料
が
　
・
７
％
減
と

２１

な
っ
て
い
る
。
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
、
　

歳
代
の
夫
婦

４０

２
人
、
子
ど
も
が
２
人
い
る

世
帯
で
、
所
得
が
２
５
０
万

円
と
１
５
０
万
円
と
い
う

ケ
ー
ス
で
は
　
・
５
％
の
減
、

２３

ま
た
、
単
身
世
帯
、
い
わ
ゆ

る
高
齢
者
　

歳
の
世
帯
の

７０

ケ
ー
ス
で
は
　
・
７
％
の
減

２９

に
な
る
と
公

表
さ
れ
た
。

　
長
﨑
　
一

人
あ
た
り
の

算
定
額
は
ま

だ
確
定
さ
れ

た
も
の
で
は

な
く
、
こ
れ

か
ら
国
の
追

加
予
算
と
し

て
公
費
　
億
６１

円
、
特
例
基

金
　
億
円
、

１２
調
整
交
付
金

　
億
円
が
道

５５を
含
め
各
市

町
村
に
分
配

来
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
額
は

（
町
長
）
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
は
減
額
と
な
る

―
 長
﨑
　
厚
　
議
員
 ―

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

れ
に
よ
り
一
人
あ
た
り
の
保

険
税
額
は
現
在
よ
り
下
が
る

と
思
う
が
、
国
保
税
額
に
つ

い
て
は
、
い
つ
頃
確
定
す
る

の
か
。

　
町
民
課
長
　
来
年
の
１
月

末
頃
に
は
数
字
が
確
定
し
、

退
職
医
療
を
含
め
た
分
に
な

る
と
２
月
末
頃
の
予
定
で
あ

る
。

町立病院
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村
川
　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
、
２
０
０
９
年
に
地
域

の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
総

務
省
が
制
度
化
し
た
も
の
で
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進

行
が
著
し
い
地
域
が
、
都
市

住
民
な
ど
地
域
外
の
人
材
を

地
域
社
会
の
新
た
な
担
い
手

と
し
て
受
け
入
れ
、
地
域
力

の
維
持
・
強
化
を
図
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
現
在
３

名
の
協
力
隊
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
任
期
終
了
後
、
本
町

に
定
住
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
支
援
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
本
町
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
現
状
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
方
が
ど
の

よ
う
な
業
務
を
担
い
、
経
費

の
内
訳
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な

効
果
が
み
ら
れ
、
増
員
の
考

え
は
。

　
町
長
　
観
光
分
野
の
支
援

員
２
名
は
、
従
来
の
観
光
振

興
業
務
に
加
え
、
教
育
事
業

地域おこし協力隊の現状と今後について

（町長）定住に向けじっくり活動を見守る

― 村川　毅　議員 ―
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へ
の
参
画
や
先
進
地
視
察
な

ど
、
将
来
の
自
立
に
向
け
た

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
ま

た
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業

支
援
員
１
名
は
、
８
月
の
地

方
創
生
会
社
設
立
に
伴
い
、

今
後
は
豊
富
な
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
異
な
る
業
務
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
協
力
隊
員
の
活
動
経
費
は
、

１
人
あ
た
り
４
０
０
万
円
を

上
限
と
し
て
特
別
交
付
税
に

よ
る
財
政
支
援
が
あ
り
、
隊

に
つ
い
て
は
、
必
要
と
さ
れ

る
分
野
な
ど
も
含
め
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　
村
川
　
隊
員
は
、
自
ら
の

能
力
を
生
か
し
、
理
念
と
す

る
暮
ら
し
や
生
き
が
い
の
発

見
を
求
め
て
こ
の
町
に
や
っ

て
き
て
い
る
と
思
う
が
、
は

じ
め
て
の
町
で
、
い
ろ
い
ろ

と
悩
み
や
不
安
も
あ
る
と
思

う
。
町
長
は
必
要
に
応
じ
て

面
談
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
話

す
機
会
を
持
ち
、
意
見
交
換

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
私

自
身
は
考
え
て
い
る
が
、
そ

の
辺
は
い
か
が
か
。

　
町
長
　
３
人
の
隊
員
の
方

々
と
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に

面
接
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

今
後
定
住
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

何
と
か
３
人
と
も
精
力
的
に

動
い
て
い
る
の
で
、
も
う
少

し
じ
っ
く
り
活
動
を
見
守
っ

て
や
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

員
１
人
を
参
考

と
し
た
経
費
の

予
算
内
訳
は
、

賃
金
が
約
２
０

０
万
円
、
共
済

費
が
約
　
万
円
、

３０

住
宅
の
借
り
上

げ
が
約
　
万
円
、

６０

活
動
旅
費
が
約

　
万
円
、
各
種

２５研
修
会
へ
の
負

担
金
が
約
　
万
１６

円
、
消
耗
品
費

が
約
３
万
円
で

あ
る
。

　
協
力
隊
員
か

ら
は
、
毎
月
、
活
動
日
誌
な

ど
の
報
告
を
受
け
、
私
自
身
、

必
要
に
応
じ
て
面
談
を
実
施

し
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
も
積
極
的
に
参
画
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
日
々
の
活
動

を
通
じ
、
地
域
活
性
化
や
長

万
部
の
魅
力
発
信
に
大
い
に

貢
献
し
て
い
る
も
の
と
承
知

し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
農
業

支
援
員
１
名
の
任
用
を
予
定

し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
増
員


